









その他のタイトル Compendium of the Lecture : Utilization of ICT





























































































































































































































































































































授業展開で気付いたのは、待つ jj寺 I~~] が多すぎることで
ある。「待つ時間を減らす」ということを考えるに、教
材-教具の準備-片付けを利用する。準備することが学
びになる。準備して、それを片付けるということを繰り
返すと、次はこうすると見通しを持つ手がかりとなり、
結果を生み出す。積極的にどんどんやるようになり、
寧に扱うようになる。
なおかつ、 l人だけではなくみんなでやる。これも意
味があった。たったこれだけで、すばらしいやりとりに
なる。
教材・教具で学びの機会が生まれる。子どもたちが本
当に主体性をもち、その中で多くの青みがある。子ども
たちがどんどんやっていくと、本当に、犯いが高く、広
がって行くのである。
そして、振り返りが大事で、ある。授業の最後で評価し
でも、いったい何を評{屈されているか分からないお子さ
んが多い。そこで、授業展開での多様多重な評価が必要
となる。
評価も先生だけではなく、生徒同士で、もしくは自分
で出来る。上手だと言っても、何を褒めているのか分か
らない。ところが、言葉だけで、伝わらなくても、例え
ば、デジタルカメラ、 iiPadJや携帯電話、たった 1台
で;jiったものを自分で確認できる。しかも生徒同士で、も
「これ見て、どう思う?J iいいよね、すてきだよねJ
とか、「あ、うましづとか。
我々に使利なものが子どもたちにとっても便利で、い
ろいろな機能を持つようになって、;受業展開でもいろい
ろと役に立っている。授業展開では、参加を深め、交1]
-技能を活用し、獲得する、その繰り返しである。授
業展開で繰り返すことが多様にできることに繋がる。
「学びあう jことで、イ中間同士で、行っていくと多様なこ
とが生まれ、この多様なことが、大きな犯いの広がりに
もつながる。それを重ねていくことが大事で、ある。
物がいろいろな学びの機会を生み出し、手がかりにも
なって行く。!司li寺に先生の役割が変わるということであ
る。それが日常生活の繋がりになると、まさに E!常の生
活のあり方を学んでいることでもある。それ白体が、特
別支援教育の大きなねらいである。このツール、これが
使えるようになると、授業と日常、これからの社会生活
に繋がるツールになる。
ブレセ、ンテー ションの重要性
苦手なプレゼンテーションが大事で、ある。道具体をてい
ねいに使ってくると、プレゼンテーションができるよう
にもなった。大事なことは、互いに向き合い、支え合う
ことである。プレゼンテーションも{義式的にやって、先
生の顔色を見ているだけではだめで、 111:1'号に伝わるよう
に、お互いがしっかりといろんな学び合いになる、それ
が本当のプレゼンである。相互に伝わらないとだめであ
る。コミュニケーション、イ云え方に 11FJt~のあるお子&さん
は、普通はプレゼンをJ1lIける{頃向にあるが、いろいろな
ツールをイ吏うことにより内容がわかりやすく{云わること
が可能になる。
fブレゼンチι シBンjめ選議畿:
I .滋髄〉金制空襲儀
重喜怒括主，玄も噂二しぅ>t<J;と術審会勺でき包J色合-)Jこと
総務め鋭イント
き長緩電工後縁者を絞って.r持参z主主伝草地やすく、伝えやすもりレゼンデ四シ草ン曜を
.ト中毒事ぬ必絡する内軍事量喜連捻縦二.iLk喜襲五言毒年
. ，やノコンと議長通轟プ口タュケトキ鉱?守主主ど援活護軍監
(表5)
小学部の高学年の授業でも、 !~Ii京は携帯情報端末を使
用してとある。プレゼンテーションソフトのj舌)=目、ブζ型
???
テレビ、携帯、情報端末、パソコン、インターネットの
機能の活用、カメラなど、その中で、 jレール、マナーを
覚えて行く。手順書も自分でつくる。児童同士で、撮影を
し、振り返り、発表する。
実際どんなふうに活用したのか。
このクラスは、自閉症、知的障害、肢体不自由のお子
さんが協同的にやっている。発表に iPadを使ってい
る。評1，1]]をするのに、 J最 t~-;1:系がここにいて撮影してる。
別のお子さんは、発表のツールを使っており、右ヒには
音声が出ている。
京議事鵡立要毒性憲章語文畿学校小学欝商学年ユニット
7"'vゼ〉パテ.~~ンソフトや火磁テレどを総主総
携機嫌銀総業..._，..，. ，ノ:コンのインター ネット機産撃の諮Jお
デジタル昔話メ小競議機審議主義語誌のカメラアヅl)(η滋
砂主H主交遊畿選蓄や主t主主懇談役手並F請する鯵#)~ゐ・ヤナー
著書亀高華客での滋封書交遜縫認や番電総磁蓄量ぬ必磁君主餓鎗栓緩める
@習量曜書官護憲審議議主給手議語畿をぬ宝?で重量作 自
誌ながら話番単巡りー 襲撃
(表6)
いろいろな手順表を自分たちで、作ったりする、生徒が
1i設影したものを使って手1~1，lIjする。まだ言葉が十分でない
お子さんも、自分たちで、iJ~ったものを使って、実際にい
ろいろな機能を使って発表のための資料を刊さっている。
それぞれのお子さんが、障害の機能が違うにもかかわら
ず、同じ物を使っていろんな使い方をしている。自問傾
向の強いお子さんは、文字はかけないけど入力してい
る。いろいろな働きをたった l台でやったり、多械なも
のを{吏ったりしている。
84， 
まとめ
今まで、授業改善を見てきたが、環境的支援、ニーズ
に応じた支援の中で、結果として先生の役割も代わって
きた。
環境的支援として、できない状況におかれがちな子ど
もにできる状況づくりをする。状況づくり、これがとて
も大事で、ある。「分かつて動ける環境作り jである。こ
れは、決して生徒だけではなく、教える先生にとっても
支援になるということだ。そういったものを十分に整え
て行くほど、皆さん方が狙いとするものを青み、伝えや
すくなる。
(表7)
こういう手段の中で機能的に何が変わるのか。実は周
りの環境により体験が変わる。さらに環境のあり方を変
えることで、それができやすくなる。この大きさが大き
く変わることになる。自分の力だけだと狭し，31ラだったの
が、このように機能的に拡大することで循環を変えてい
くことにより、この広さ、これこそが成果になる。
これを 1年生から 6年生までどれだけ広くすることが
できるのか。環境を支援的に整えていけば六実は、すば
らしい成長の姿を見ることができる。これを確認した。
まだエンドは見いだせていないが、多くの実践の成果を
皆さんにお伝えしていきたいと思う。
